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古紙配合率１００％再生紙を使用しています 守ろう環境　マイバッグ

「区議会だより」を折り込んであります。
引き抜いてお読み下さい。
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新
し
い
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
は

昨
年
も
、
区
政
万
般
に
わ
た
り
ご
理
解
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
の　

月
に
は
、
区
民
で
も
あ
り
ま

１２

す
小
柴
昌
俊
先
生
が
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
お
祝
い
申
し
あ
げ

ま
す
と
と
も
に
、
今
月
７
日
に
は
杉
並
公
会
堂

で
、
区
民
の
誇
り
と
し
て
、
小
柴
先
生
に
対
し

第
一
号
の
「
杉
並
名
誉
区
民
」
称
号
の
贈
呈
式

が
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
は
、
こ
ん
な
明
る
い
話

題
が
そ
こ
か
し
こ
に
生
ま
れ
る
よ
う
に
願
っ
て

い
ま
す
。

　

さ
て
私
は
、
こ
の
４
月
に
四
年
間
の
区
長
の

任
期
を
終
え
ま

す
。
振
り
返
り
ま

す
と
、
国
内
外
と

も
社
会
経
済
の
混

迷
が
一
層
深
ま
る

中
で
、
思
い
切
っ

た
行
財
政
改
革

と
、
区
の
新
た
な

発
展
の
土
台
作
り

が
求
め
ら
れ
た
四

年
間
で
し
た
。

　

区
長
に
就
任
し

た
年
の
９
月
時
点

で
、
一
四
〇
〇
億

円
の
区
の
予
算
の

中
で
の
財
源
保
留

額
は
、
わ
ず
か
に

二
六
〇
〇
万
円
で
し
た
。
こ
れ
は
例
え
て
言
う

と
、
七
〇
〇
万
円
の
年
収
の
家
庭
の
「
予
備
費
」

が
、
一
三
〇
〇
円
し
か
な
い
と
い
う
状
態
で
し

た
。
ま
た
区
の
借
金
の
残
は
八
九
六
億
円
に
の

ぼ
り
、
貯
金
は
一
九
億
円
と
底
を
つ
い
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
区
民
の
皆
さ
ま
と
区
議
会
の
ご

理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
今
年
の
３
月
に

は
、
償
還
経
費
が
都
な
ど
か
ら
補
て
ん
さ
れ
る

興
銀
グ
ラ
ン
ド
関
連
経
費
を
除
く
借
金
は
、
実

質
的
に
七
二
二
億
円
と
二
割
減
少
し
ま
し
た
。

い
ざ
と
い
う
時
の
貯
金
も
八
三
億
円
ま
で
戻
す

こ
と
が
で
き
、
支
出
に
占
め
る
人
件
費
な
ど
固

定
費
の
割
合
を
示
す
経
常
収
支
比
率
は
、　

％
９６

か
ら　

％
（　

年
度
）
と
大
幅
に
改
善
さ
れ
ま

８２

１３

し
た
。

　

一
〇
年
間
で
職
員
数
を
一
〇
〇
〇
人
削
減
す

る
計
画
の
も
と
、「
五
つ
星
の
区
役
所
運
動
」
な

ど
お
客
様
に
目
を
向
け
た
区
役
所
改
革
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
区
の
事
業
の
民
営
化
や
民
間

委
託
に
よ
り
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
と
質

の
向
上
も
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
苦
し
い
財
政
で
あ
っ
て
も
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
ベ
ッ
ド
数
は
七
一
〇
床
か
ら
一

〇
八
七
床
と
一
・
五
倍
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
定

員
は
二
四
八
人
か
ら
九
〇
八
人
と
三
・
六
倍
に

ふ
や
す
な
ど
、
少
子
高
齢
社
会
へ
の
対
応
も
積

極
的
に
実
行
し
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
課

題
は
山
積
で
す
。
一
方
南
北
バ
ス
「
す
ぎ
丸
」

は
順
調
に
運
行
さ
れ
、
旧
興
銀
グ
ラ
ン
ド
や
日

産
跡
地
は
、
区
の

防
災
公
園
に
生
ま

れ
変
わ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
杉
並
独
自

の
施
策
も
、
皆
さ

ん
と
一
緒
に
生
み

出
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。「
す
ぎ
な

み
環
境
目
的
税

（
レ
ジ
袋
税
）」と

レ
ジ
袋
削
減
運
動

は
、
台
湾
の
レ
ジ

袋
禁
止
法
制
定
に

影
響
を
与
え
、
英

国
政
府
も　

ペ
ン

１０

ス
の
レ
ジ
袋
税
の

検
討
を
開
始
す
る
な
ど
、
国
内
の
み
な
ら
ず
、

世
界
の
環
境
保
護
の
潮
流
づ
く
り
に
も
一
石
を

投
じ
て
い
ま
す
。
乳
幼
児
に
絵
本
を
配
る
日
本

の
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
は
杉
並
か
ら
始
ま
り
、

芝
生
に
よ
る
校
庭
緑
化
は
、
国
の
重
要
な
事
業

に
位
置
付
け
ら
れ
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
住
基

ネ
ッ
ト
稼
働
に
合
わ
せ
制
定
し
た
「
住
基
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
条
例
」
は
、
い
ま
や
全
国
の
自
治
体

の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
昨
年　
１１

月
に
議
会
修
正
の
上
成
立
し
た
、
区
の
最
高
規

範
で
あ
る
全
国
初
の
「
自
治
基
本
条
例
」
は
、

今
後
「
杉
並
区
の
憲
法
」
と
し
て
、
杉
並
の
自

治
の
発
展
の
礎
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
本
年
も
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
健
康

で
よ
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

あけまして
おめでとうございます

▲区内で一番大きなケヤキの前で
　　　　　井口ハナさん（９８歳）と四宮保育園の子どもたち

記事は２・３面
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杉
並
区
長
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杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

（福）浴風会地域サービス

部長・川� 貞 さん
ただし

井
草
森
公
園
（
井
草
４
‐　

‐
１
）

１２

浴風会（高井戸西１‐１２‐１）

大宮八幡宮 禰  宜 ・森下
ね ぎ

 理 さん
おさむ

機
械
技
術
研
究
所
跡

（
平
成
４
年
・
杉
並
百
景
よ
り
）

　正門のすぐ左手
にあるクヌギは、
浴風会が設立した
大正１４年よりも古
く、この土地が畑だったころからあった
ものです。樹齢は150年以上と伝えられ
ています。クヌギは大きくなると薪炭用
に切られてしまうことが多いそうです
が、このクヌギは土地と一緒に買い取ら
れ、伐採を免れたそうです。

����������

��������

��������

������������

��
��
��
��
��
��
��
�
�
�
�

�
�
�
�
木木

　この菩提樹は松平秀康公（徳
川家康の次男）のご側室清涼殿
様がお手植えされたという言い
伝えがありまして、樹齢は４００年
位だと思われます。株立ちの中
央の幹が枯れたらしく、いまの
樹形になりました。
　神門脇のイチョウはとても高
い木ですが、右側の女銀杏は、
実がなるので男銀杏よりも小さ
いですね。大きな木はご神木と
して大切なもので、大きな枝落
としなどはしません。

　平成８年に開園した井草森公
園は、旧通産省の機械技術研究
所の跡地です。昭和１２年に日本
の機械工業の改善のために創設
されました。このサクラは、そ
の当時からあったようです。

幹周り ３.１m
高　さ ２０m

幹周り ３.９m
高　さ １０m

周り ４.８m
さ １６m

������������������

������������

幹周り ３.５m
高　さ １９.５m

蚕糸の森公園（和田３‐５５‐３０）

　蚕糸の森公園は、旧農林省の
蚕糸試験場の跡地です。明治４４
年、この地に創設され、品種の
改良や製糸機械の開発など日本
の養蚕業の発展に貢献しまし
た。このスズカケノキは、蚕糸
試験場本館の横に植えられてい
たものです。
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

久我山小学校（久我山５‐１８‐７）

井口ハナさん

　私がお嫁に来たのは２３歳の時でしたが、その
ころからこのケヤキは大きな木でした。元禄の
ころからあったそうです。台風が来ると、大き
な音を立てて枝が揺れるんですよ。とても怖く
てね、幹が折れて家がつぶされるんじゃないか
と心配しますが、不思議と屋根の上には大きな
枝は落ちてこないですね。戦争の時は、高射砲
を撃つ際の邪魔になるからと切り倒す話も出ま
したが、終戦を迎えたので、残すことができま
した。

����������

������木木

▲

井
口
秀
臣
さ
ん
宅

（
上
井
草
２
‐　

）
３０

�����

����

��������

幹周
高　

�男銀杏
幹周り ３.９m
高　さ ２８.５m

�女銀杏
幹周り ３.４m
高　さ ２３.５m

幹周り ２.８m
高　さ １２.５m

幹周り ５.５m
高　さ ２９.５m

　杉並第一小学校の東に、屋敷の
白壁にはさまれてそびえ立つケヤ
キがあります。戦災で多くの巨木
が焼けた中、この木だけが残った
ということです。屋敷の前の道は、
ケヤキの根を守るために今も舗装
せず、まるでそこだけ時が止まっ
ているかのようです。

▲

け
や
き
屋
敷
（
阿
佐
谷
北
１
‐
６
）

������

��������

��������木木

幹周り 測定不可
高　さ ２６m

　久我山小
学校校門の
左側には大
きなスダジ
イがありま
す。久我山
小学校は、

旧中島飛行機の社長宅の跡地
で、たくさんの緑に囲まれて
いました。学校を建てる際、
それらの緑を残そうという地
域の人々の願いがあり、スダ
ジイをはじめとした多くの木
が残り、緑の多い学校となっ
ています。秋にはたくさんの
実がなり、子どもたちの工作
などに使われます。

大
宮
八
幡
宮
（
大
宮
２
‐
３
‐
１
）

�
�
�

�
�
�
��
�
�
�

�
�
�

お　
　
　

い
ち
ょ
う

め　
　
　

い
ち
ょ
う
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ぼ　
　

だ
い　
　

じ
ゅ
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平成１５（２００３）年１月１日（水曜日）

　

新
年
を
祝
っ
て
、
お
め
で
た

い
獅
子
舞
・
大
黒
舞
を
郷
土
博

物
館
の
古
民
家
で
行
い
ま
す
。

４
時
�
科
学
館
（
清
水
３
―

３
―　

）
�
・
�
「
ニ
ュ
ー

１３

ト
リ
ノ
と
宇
宙
」
＝
東
京
大

学
理
学
部
名
誉
教
授
・
小
柴

昌
俊
▽
「
小
柴
先
生
と
ニ
ュ

ー
ト
リ
ノ
天
文
学
」
＝
文
部

科
学
省
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速

器
研
究
機
構
教
授
・
高
柳
雄

一
�
二
二
〇
名
（
先
着
順
）

�
無
料
�
当
日
、
直
接
会
場

へ
�
科
学
館
�
３
３
９
６
‐

４
３
９
１

場

内

師

定
費

申

問

　

自
分
の
夢
を
追
い
か
け
、
何

も
か
も
夢
中
だ
っ
た
と
い
う
小

柴
博
士
に
、
こ
れ
ま
で
の
研
究

の
道
の
り
と
受
賞
の
喜
び
を
語

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

�
１
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２５

時

科　学　館
公開講演会

　

大
宮
前 
囃
子 
は
、
宮
前
に
古

ば
や
し

く
か
ら
伝
わ
る
民
俗
芸
能
で
、

区
の
登
録
文
化
財
で
す
。

　

�
１
月
５
日
�
午
後
２
時
〜

�
郷
土
博
物
館
（
大
宮
１
―　
２０

―
８
）
�
一
〇
〇
円
（
中
学
生

以
下
無
料
）
�
当
日
、
直
接
会

場
へ
�
郷
土
博
物
館
�
３
３
１

７
‐
０
８
４
１
へ
�
車
で
の
来

館
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

時
場

費

申

問

他

〈区内の巨木〉
所　在　地樹木名（幹周り）

東京女子大学（善
福寺２‐６‐１）

アトラスシーダー
（３．２ｍ）

大宮八幡宮（大宮
２‐３‐１）

イチョウ（３．９ｍ）

ボダイジュ（４．８ｍ）

春日神社（宮前３
‐１‐２）カ　ヤ（２．４ｍ）

浴風会（高井戸西
１‐１２‐１）クヌギ（３．１ｍ）

熊野神社（和泉３
‐２１‐２９）クロマツ（３．２ｍ）

尾崎熊野神社（成
田西３‐９‐５）クロマツ（３．３ｍ）

荻窪八幡神社（上
荻４‐１９‐２）

ケヤキ（３．２ｍ）

コウヤマキ（２．２ｍ）

クロマツ（２．７ｍ）

昭栄公園（高井戸
西１‐１２‐２）ケヤキ（３．３ｍ）

井草森公園（井草
４‐１２‐１）サクラ（３．９ｍ）

久我山小学校（久
我山５‐１８‐７）スダジイ（２．８ｍ）

蚕糸の森公園（和
田３‐５５‐３０）

スズカケノキ
（３．５ｍ）

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

　

区
で
は
、
樹
木
・
樹
林
地
を

区
民
共
有
の
財
産
と
し
て
守
る

た
め
、
様
々
な
施
策
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
巨
木

の
保
護
に
関
連
す
る
二
つ
の
施

策
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

�
樹
木
、
樹
林
、
生
け
垣
な
ど

の
保
護
指
定

　

所
有
者
の
協
力
を
得
て
樹
木

な
ど
を
保
護
指
定
し
、
維
持
管

理
の
た
め
の
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
（
指
定
基
準
は
左
表
の
と

お
り
）。
ま
た
、台
風
に
よ
る
倒

木
な
ど
の
事
故
に
備
え
た
保
険

に
よ
り
、
所
有
者
の
負
担
を
軽

く
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
お
よ
そ
一
七
〇
〇
本

の
樹
木
や
六
二　

の
樹
林
地
、

ha

一
二
〇
件
延
べ
五
〇
〇
〇
ｍ
程

度
の
生
垣
が
保
護
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

�
貴
重
木
の
保
全
協
定

　

樹
木
の
所
有
者
と
区
が
協
定

を
結
び
、
巨
樹
、
珍
木
、
景
観

木
な
ど
を
貴
重
木
と
し
て
指
定

し
、
一
〇
年
以
上
の
長
期
間
保

護
を
す
る
制
度
で
す
（
指
定
基

準
は
左
表
の
と
お
り
）。樹
木
が

衰
弱
す
る
よ
う
な
時
は
、
区
が

樹
木
医
を
派
遣
し
診
断
や
治
療

な
ど
を
行
う
ほ
か
、
保
全
工
事

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

区
で
は
、　

年
３
月
ま
で
に

１５

限
定
五
〇
本
を
貴
重
木
と
し
て

指
定
す
る
予
定
で
す
。

☆

　

�
公
園
緑
地
課
み
ど
り
の
係

問

�保護指定の基準�
指　　定　　基　　準対象

目の高さ（約１．５¤）で幹の周囲が１２０⁄以上の独立
木など／フジ、ブドウなどのつる性の樹木で、枝葉
の面積が３０fl以上のもの

樹　木

自然な姿を保っている３００fl以上の屋敷林で高木が
３０本以上あるもの／ ５００fl以上の樹林など樹　林

景観上すぐれ、良好な管理が行われている生け垣
で、道に面した部分の長さが３０¤以上あるもの生け垣

�貴重木の指定基準�
指　定　基　準対象

地上より１．５ｍの高さにおける直径
が９０㎝以上の樹木／枝葉の面積が５０
㎡以上のつる性植物

巨　樹

同一樹種中、特に大きい樹木／区内
で良好に生育していることが生態的
に珍しい樹木

珍　木

まちの目印となっている樹木／シン
ボルとなっている樹木景観木

　「 杜 をして語らしめよ」これは校内にある石碑に記された言
もり

葉です。大正１３年、この地に大学が移転した当時は、草原に松
が数本生えているだけの土地でした。大学には「キャンパスを
緑でいっぱいにしたい」という代々の学生たちの思いがありま
す。昭和初期の学生たちが「杜の会」を創設。月に一度バスに
乗らない日を設けて会費を集めたり、冷やしコーヒーを売って
苗木を買う資金を集めたりして、次々と植樹をしました。その

森はシェイクスピアガーデ
ン・万葉植物園と名付けられ
た庭園となりましたが、今は
一部を残すのみです。そして、
校内のケヤキ、ヒマラヤスギ
などを中心とする木々は、大
学を象徴するうっそうとした
森となり、現在の「緑の会」の
活動に引き継がれています。

▲荻窪八幡神社のクロマツ

訪訪
ねね
てて
みみ
たた
いい

区
内
の
巨
木

区
内
の
巨
木

　

区
内
に
は
、
ケ
ヤ
キ
や
ク
ス

ノ
キ
な
ど
の
大
き
な
木
が
あ
り

ま
す
。
関
東
地
域
で
は
珍
し
い

種
類
の
大
木
、
貴
重
な
木
な
ど

合
わ
せ
て
二
〇
〇
本
ほ
ど
が
大

切
に
守
ら
れ
、残
っ
て
い
ま
す
。

　

屋
敷
林
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一

角
に
あ
っ
た
り
、
学
校
や
公
園

な
ど
の
中
に
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
う
ち
だ
れ
で
も
見
る
こ
と

の
で
き
る
も
の
（
一
部
）
は
右

表
の
と
お
り
で
す
。

　

実
際
に
そ
の
大
き
さ
を
確
か

め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

小
柴
昌
俊
博
士

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞

記
念
特
別
講
演
会
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東京女子大学（善福寺２‐６‐１）東京女子大学（善福寺２‐６‐１）
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�ゴヨウマツ
　幹周り  ２.５�
　高　さ  １７�

�クロガネモチ
　幹周り  ２.５�
　高　さ  １２�

�アトラスシーダー
　幹周り  ３.２�
　高　さ  １８.５�

　�１月１３日��午前の部＝午前１０時３０分～正午�午
後の部＝午後１時３０分～３時（開場は、いずれも３０分前・
どちらに参加してもかまいません）�杉並公会堂（上荻
１‐２３‐１５）�昭和５７年４月２日～５８年４月１日生まれ
の区内在住の方�各回１１００名（先着順）�青少年係�対
象の方には昨
年１２月に案内
状をお送りし
ました。お手
元に届いてい
ない方は同係
までご連絡く
ださい

時

場

対

定 問 他


